
チャイルドライン支援センター記者会見資料(2009/5/26 ＠文部科学省記者会見室) 

 

 

18 歳までの子どもがかける電話  
 

記者会見(5/26・14 時～＠文科省記者会見室) 
 

 電話に寄せられた 7７万件の子どもの声 

そこから見える＜子どもたちのいま＞  

 

 

①５月５日から全国フリーダイヤル・本格実施！ 
 

全国どこからでも 月曜日から土曜日まで 毎日 16時～21時 

全国共通番号 0120－99－7777（携帯･PHS からも OK） 
※これまでのチャイルドラインは、期間限定で全国からフリーダイヤルで電話を受けるキャンペーンを

実施することもありましたが、日常的には各実施箇所で電話番号や実施日時が異なっていました 
  ※2008年 11月より全国フリーダイヤルの試行を実施したところ、11月以降電話件数が増加しています 
 

②全国のチャイルドラインの現状（2009年 5月 26日現在） 
実 施 団 体：３６都道府県、６５団体 
開 設 準 備 中：青森県、群馬県、兵庫県、高知県、佐賀県 
未 設 置 県：岩手県、福島県、徳島県、香川県、大分県、鹿児島県 
回 線 数：124回線(2007年度 121回線) ※2008年度 
年間総実施時間数：46,522時間(2007年度 46,197時間) ※2008年度 
年 間 着 信 数：180,311件(2007年度 135,007件) → 1日あたり 494件 ※2008年度 
        会話成立＝約 35％／会話成立時の平均通話時間＝12分 52秒 
        ※会話が成立しない･･･「すぐ切れた・無言」「一言・意味不明・お試し・いたずら」「問い合わせ・お礼」など 
総 通 話 時 間：14,981時間(2007年度 10,085時間) ※2008年度 
チャイルドラインに寄せられる子どものデータ ※別紙 
 

③チャイルドライン１０年のあゆみ 
実施状況  １９９８年度  ⇒ ２００８年度 

実施団体  ３団体  ⇒ ６５団体へ 
実施地域  ３都県  ⇒ ３６都道府県へ（6都県で6団体が準備中） 
年間着信数  ２２，３９３件  ⇒ １８０，３１１件へ 
年間実施時間 のべ１２，１１８時間 ⇒ ４６，５２２時間へ 
 ※「年間着信数」「年間実施時間」は、データを取り始めた2001年4月との比較 

 

データを取り始めた2001年4月から2009年3月末までで 

累積774,931件の子どもの声を受け止めました 
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④10周年イベント(5/31＠東商ホール)、出版(岩波ブックレット) 
 
＊チャイルドライン支援センター設立10周年記念イベント 
よみがえれ！ 子ども力～記念講演 アグネスチャンさん～ 
日時 2009年 5月 31日(日)10:30～16:30 
会場 東商ホール 
 プログラム（概要） 
○基調講演（10:30～11:45）「子どもを大切にする国、しない国」 

講師：清川輝基（チャイルドライン支援センター代表理事） 
○10周年記念映像上映(11:45～12:00) 
○シンポジウム（13:00～15:10） 
    パネリスト 内田良子氏（心理カウンセラー）、坪井節子氏（弁護士） 
          山下英三郎氏（スクールソーシャルワーカー）、喜多明人氏（早稲田大学教授） 
          太田久美(チャイルドライン支援センター常務理事) 
・パート 1：各分野の方々から見える子どもの現状について 
・子どもからのメッセージ 
・パート 2：チャイルドラインの課題と NEXT-10に向けて 
○記念講演（15:20～16:20）「小さな命からの伝言～子どもの笑顔に出会いたい～」 
講師：アグネス・チャン氏（歌手、エッセイスト、教育学博士） 

そのほか： 
・「2009夢メッセージ展」100名を超える著名人が子どものへの想いを「絵馬」に託して下さりました 
・チャイルドライン 10年のあゆみ・パネル展示 
・チャイルドライン編『子どもの声に耳をすませば』（岩波ブックレット）、チャイルドラインキャラク

ターグッズ販売 
 
＊出版 
 岩波ブックレット・チャイルドライン支援センター編 
『子どもの声に耳をすませば－電話でつくる＜心の居場所－＞』 
大人、社会は子どもをどの育むべきか。チャイルドラインが受けとめてきた子どもたちの声から考えます。 
出版 岩波書店(岩波ブックレット)  定価 504円(税込)  発売 2009年 5月 8日～ 

 
 

⑤4月 1日より「認定NPO法人」に 
 国税庁の認定により、2009年 4月 1日から認定特定非営利活動法人となりました。 
 ※約 3.7万の NPO法人のうち、個人や法人が寄附した際に税制優遇措置を受けられる「認定 NPO法人」
は 93法人のみです。 
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チャイルドラインに寄せられる子どものデータ 
＜電話の内容について(2008 年度)＞ 
※性別、年齢、電話の内容等のデータはチャイルドラインデータベースを用いて集計されたもので、データベースを活用して

いるのは 65団体中 63団体。全国すべてのチャイルドラインの総数ではありませんが、ほぼ全体の傾向を表しているものと
推測されます。なお、年齢・電話の内容については 2006年度以前のものとはデータの取り方に若干の違いがあります。 
 
チャイルドラインデータベースに入力されている全体の電話 178,629 件のうち、「すぐ切れた・無言」が

78,743 件 44％、「一言・意味不明・お試し・いたずら」が 50,622 件 20％、「問い合わせ・お礼」が 1,312
件 1％で、実際に会話が成立した「それ以外の電話」は 63,306件 35％でした。 

 
 
かけてきた子どもの年齢 
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 会話の成立した 63,306件の中では、男子 35,914
件・56％、女子 24,660 件・40％、性別不明 4％で
した。女子よりも男子の方が多く、年齢別では、男

子では中学卒業以上１８歳まで、女子では小学生の

割合が多いのが特徴です。年齢別男女別の割合は図

１のようになっています。 
 
図１ 
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電話の内容（場面別） 
会話の成立した 63,306 件で話された内容がどこ
で起こったものかについては、「学校でのこと」が

31％、「家庭でのこと」が 12％、「自分のこと」が
42％、「その他・不明」が 15％でした。 
 
図２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
男女別の電話内容を、具体的に多い方から５項目をピックアップすると下記のようになっています。 

内容別 ※無言など除く 

全体 % 男の子 % 女の子 % 

性 19.4% 性 28.8% 人間関係 25.4%

人間関係 14.3% 雑談・話し相手 10.8% 雑談・話し相手 13.2%

雑談・話し相手 11.7% セックステレフォン 8.0% いじめ 11.9%

いじめ 8.6% 人間関係 7.0% 心の不安 9.2%

恋愛・異性関係 7.3% 恋愛・異性関係 6.9% 恋愛・異性関係 8.4%

その他 38.7% その他 38.4% その他 31.9%
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＜チャイルドラインに寄せられた子どもの声＞ 
※プライバシーに配慮して再構成しています 
 
・家に赤ちゃんが生まれました。赤ちゃんはいいな。抱っこもギュウもしてもらえるんだよ。(小学校低学年) 
 
・給食がどうしても全部食べられない。減らしてもいいけど、残しちゃだめなの。どのくらい減らせばいい

か、わかんなくて困っちゃうんですけど。(小学校低学年) 
 
・私は将来、歌手か女優になりたい。親も友だちも無理だって。でも、学校の先生は『なれるかも。頑張っ

てね。』て、私、先生、大好き。(小学校低学年) 
 
・友だちが急に転校したんだ。お父さんが『気の毒に。不景気のせいだ。』って言うんだけど、さよならも言

えなかったよ。涙がいっぱい出たよ。(小学校高学年) 
 
・お父さんが工場やめさせられた。お母さんもスーパーのパートがだめになったんです。こういうのを、百

年に一度の不景気って言うのですか？誰かが欲張ったから、不景気になったのですか？(小学校高学年) 
 
・どうすれば、ホームラン打てますか。いままでヒットは打ったことあるんだけど、やっぱホームランがい

いな。(小学校高学年) 
 
・お母さんにひどい口答えをしたら、お母さん怒って口きいてくれない。謝りたいんだけど、なかなか、き

っかけがつかめないよ。(小学校高学年) 
 
・友だちをいじめてしまった。ありもしないこと先生にいいつけたり、待ち合わせの場所や時間をその子に

だけ嘘を教えてはずしたり、私たち、散々なことをやっちゃった。なぜ、私たち、こんなことするんだろ

う。(中学生) 
 
・妊娠したかもしれないんだけど。(中学生) 
 
・リストカットを繰り返している。自分の手首を流れる血を見て、やっと私、生きてるって感じるのよ。(中
学生) 

 
・友だちは、援助交際なんて当たり前って言うけれど、ほんとにみんなの常識ですか。 (高校生) 
 
・受験校に通っています。みんな頭いいし、よく勉強するから、少々頑張ったくらいでは成績は変らない。

『学業不振』だって言われてもね・・(高校生) 
 
＜チャイルドラインに電話をかけた感想～携帯サイトの投稿の中からピックアップしました（原文ママ）＞ 

・友達感覚でお話できて、すごく元気をもらいました!!明日から部活がんばれそうです★これからも気軽に
電話します♪(中学生) 

 
・さっき電話した。ちゃんと話聞いてくれてよかった。まだ気持ちは晴れてないしもやもやなまんまだけど

強くなれた!チャイルドラインとかに電話するほど悩みあって弱い自分だったけど、やっぱ電話してみて損
わしなかった。（中学生） 

 
・電話して良かったと思う。真剣に話しを聞いてくれて、アドバイスくれて、先生に嫌な事を言われるって

言った時に、優しく話し掛けてくれた時はすごく嬉しかったし、励まされた。電話でもっともっと話した

い、聞いてほしいって思いました。(中学生) 
 
・思ってることをこんなに全部話したことは最近なかった気がします。話を聞いてもらえたのがうれしかっ

たです。（高校生） 
 
 

認定特定非営利活動法人チャイルドライン支援センター 当日連絡先 TEL:090-1991－7458（事務局 林） 
〒162-0065東京都新宿区住吉町8-5曙橋コーポ2A  TEL03-5312-1886  FAX03-5312-1887  info@childline.or.jp http://www.childline.or.jp

 


